


































































動物試験：単回投与試験は、12 週齢の SHR に BJ、ボイセンベリー果実酢（BJV）、 
AA、ポリフェノール画分（BJ-PPh）、水をそれぞれに経口投与し、tail-cuff 法に
より血圧を測定した。また、血漿 NO 量、胸部大動脈リン酸化 eNOS、血漿レ
ニン活性、ACE 活性、アンジオテンシンⅡ濃度の解析は、投与後 6 時間後に胸
部大動脈と血液を回収し、測定した。長期摂取試験は、9 週齢の SHR に BJ 混
餌食、BJV 混餌食、対照食を 4 週間自由摂餌させ、0、7、14、21、28 日目に tail-cuff
法により血圧を測定した。また、給餌後 28 日目に胸部大動脈と血液を回収し、
単回投与試験と同項目を測定した。
ヒト試験：成人男女 6 名（非喫煙）、34-68 歳、血流介在血管拡張反応（FMD）
2.5-6.3%、収縮期血圧（SBP）120-172 mmHg を対象に、ボイセンベリー濃縮果
汁 30 mL/日を毎日摂取し、摂取後 0、1、14、28 日目に FMD および SBP を測
定した。各測定日には、摂取後、0、1、2、3.5 時間後に各項目を測定した。但
し、測定日の BJ 摂取は、ボイセンベリー濃縮果汁 30mL を水で 180 mL に希釈
した BJ 飲料とした。  
 
「結果」  
動物試験：単回投与試験の血圧において、BJ 群、BJV 群、BJ-PPh 群は、対
照群に対して、有意な血圧降下作用を示した。また、BJ 群と BJ-PPh 群は同等
の効果を示し、BJV 群は BJ 群に対して協奏的に効果を示した。また、胸部大
動脈と血液において、BJ 群、BJV 群、BJ-PPh 群は、対照群に対して、NO 関連
因子の有意な活性が認められた。長期摂取試験の血圧において、BJ 群、BJV 群
共に対照群に対して、有意な血圧上昇抑制が認められた。また、胸部大動脈と




28 日目の測定において、有意な差を認めた。SBP において、試験開始 1 日目と
28 日目において、急性効果として低い値を示し、14 日目は変化が見られないと
いうパターンを示した。試験開始 28 日目において、空腹時 SBP と摂取後 3.5
時間の SBP 変化の間に負の相関関係が存在した。この結果は、試験開始 28 日
目において空腹時 SBP が高い被験者ほど BJ 摂取後の SBP が低下し、摂取前の




本研究は、BJ および BJ-PPh の急性および慢性の循環器機能改善効果を初め
てラットおよびヒトにおいて評価した。BJ 中のポリフェノールは、主要活性成
分であることが示唆され、BJ は AA との混合することにより効果を示し、BJ
飲料の利用性が示された。ヒトの予備試験から約 180 mL の BJ 摂取を 28 日間
摂取することにより、血管拡張反応に効果を発揮することを明らかにした。本
研究より、BJ 摂取の循環器疾患改善効果を示し、機能性食品への応用に重要な
知見を得た。  
